
展示「花を愛でる  －滋賀県の桜と自然－」 

平成21年3月11日～４月14日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「伊香郡木之本村 明楽寺 境内図」         明治 28年（1895年） 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『近江名木誌』 

大正２年（1913年） 

県の刊行物。「愛樹の念」を深め

るための教育資料とうたわれて

いる。 

愛知郡では、木地師の祖とされ

る惟
これ

喬
たか

親王
しんのう

の御手植えの桜や

松、杉、聖徳太子由来の「花の

木」などが列記されている。御

手植えの桜の一本は、周囲 20

尺（約６ｍ）、樹高 10 間（約

18ｍ）、樹齢１千年とある。 

 

「史跡名勝天然記念物に関する件回答」

      昭和２年（1927年）

 

滋賀村長が県に出した調査報告。大字

南滋賀の滋賀山の項には、志賀廻り

（滋賀の山越）は荒廃したが山桜は昔

と変わらないと書かれている。滋賀の

山越は、北陸から京都に入る重要路の

一つで『近江名所図会
ず え

』（文化 11 年

（1814 年））に「桜花多し」とされ

ている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「行啓紀念事業成績概要」 

明治 45年（1912年）

 

皇太子（後の大正天皇）の来県を記念

して各町村が行った事業の報告。 

長浜町では、桜 300 本の植樹が公園

で行われている。現在はソメイヨシノ

を中心に800本の桜が咲く桜の名所、

豊
ほう

公園
こうえん

の始まりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『進献木関係書類』        

大正６年（1917年）～

 

大正４年（1915年）に創建が発表

された明治神宮には、全国から 10

万本以上もの献木が運び込まれ、県

でも村や学校、また個人から多くの

樹木が送られた。 

唐崎の松の孫木は大正 10 年

（1921年）に大津市の個人から献

木されている。松は借り切り扱いの

貨車で浜大津駅から東京まで送ら

れた。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「『ハナノキ』の種子採集依頼の書状」（上）と「知事からの回答文」（右下）

明治43年（1910年）

来県時に皇太子がご覧になったハナノキ（花の木）の種子を所望する書簡。宮

内省内苑寮の内苑頭、福羽逸人
ふくば は や と

から送られている。福羽は、新宿植物御苑で果

樹や植物の研究に尽力した農学者である。 

それに対し、県のハナノキは雄株であり結実しないため、種子は送れないと回

答している。 

 

「花の木の葉と果実」  

『滋賀県天然紀念物調査報告』 大正 13年（1924年）
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

『滋賀県天然紀念物調査報告』         大正 13年（1924年） 

 

天然記念物保存の目的で調査された報告。彦根城山の植生が４頁にわたって記され

ている。「城山一帯の主なる草木」として109科、379の植物名があげられ、その

中に「やまざくら」、「うはみづざくら（上溝桜）」がある 

 

 

「明治神宮御苑内の唐

崎の孫松」  

大正 10年（1921年）

 

滋賀県から奉納された

「唐崎の松」の孫松は、

明治神宮御苑内の池の

ほとりに植えられた。 

展示は文書に貼り付け

られた新聞の複製。 
 

「彦根城山」写真
 

 


